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概要 　ヒ ト精液中 の プ ロ ス タ グ ラ ン デ ィ ン （PG ）は 他組織に 比 し数千 倍 の 濃度で 含 まれ て い る．し か し

な が らそれ の 正確 な定量法 は 未だ開発され て い な い ．こ れ は精液中 の PG の 種類 が多い た め，こ れ ら を分
離する た め に い くつ もの 分離法 を組 み 合 わ せ て 用 い る 必要 が あ る た め で ある．今回 PGE と19・OH 　PGE
の 1 測定法を開発 し た ．そ の 要点 は 以 下 の 如 くで あ る．

　 1）精液は 10倍量 ア セ ト ン 中 で
一20℃ で 保存する．

　2） ア セ ト ソ 抽出物を ア ル カ リ処理 し，PGE は PGB に ，19−OH 　PGE は 19−OH 　PGB に 転換す る こ と

で 以後 の 測定を簡易化す る．

　3） PGB とそ の 他の PG の分離に は Lipidex　column 　chrom 弍ography を 用い る，　 PGB 以外 の PG は

メ チ ル 化後 silicic，acid 　column 　chromatography で分離す る．

　4）PGB の 測定に は，メ チ ル 化一
ト リ メ チ ル シ リル 化 し た後に ガ ス ク 卩 マ ト グ ラ フ ィ

ー
を行 う．Inter−

nal 　standard と し て は，炭素数24個 の 長鎖脂肪酸 （C2、） の メ チ ル エ ス テ ル を用 い る．
’

　5） 19−OH 　PGE の 測定 は 278nm の 吸光度測定 で 行 う．19−OH 　PGE
， と19・OH 　PGE2 の 分離に は硝酸銀

添加 シ リカ ゲ ル の TLC を 行 う，

　6）Silicic　acid 　column 　chromatography で 溶 出 さ れ た 19−OH 　PGB
，
　PGF

， 19−OH 　PGF の 同定を GC −

MS で 行つ た ，

　7）ガ ス ク ロ の カ ラ ム の 改良 に よ り PGF ，19・OH 　PGF も測定 で き る 可能性を示 唆した ．

Synopsis　Human 　 seminal 　 fluid　has　 been　shown 　to　 contain 　 mainly 　 eleven 　different　 prostaglandins，
Methods　for　quantitative　determination　of 　prostaglandin 　E　and 　19．　OH 　prostagland三n　E　are 　described．

　The　methods 　include　extraction 　w 三th　acetone 　and 　alkali　treatment ．　 After　a ユkali　treatment 　prostaglandin
Ewas 　transformed　to　prostaglandin　B ，

　and 　19・OH 　prostaglandin 　E　to　19−OH　proStaglandin　B ，

　Prostaglandins　 were 　 separated 　by　 using 　 Lipidex　 column 　 chromatography 　 and 　silicic　 acid 　 column
chromatography ．

　Prostaglandin　B 　was 　quantitated　by　gas　Chromatography 　using 　Cz唯 fatty　acid 　methyl 　ester　as　internal
standard ．

　19−OH 　prostaglandin　B　was 　quantitated　by　measuring 　ultraviolet 　photoabsorbance 　at　278nm ．
Key 　words ：　Seminal　fiuid。Prostaglandin

　　　　　　　　　　緒　　言

　プ ロ ス タ グ ラ ン デ ィ ン （PG ）研究 の 歴i史 は
， 1930

年代 tle　Goldblatt4）と von 　Euler3）が ヒ ト精 液 ある

い は精の う腺 の 抽出物 に 特異 な薬理作用が あ る こ

とを発見 した こ とに 始 まつ て い る．そ の 後 PG の

研究は ほ と ん ど進ま な か つ た が
， 1960年代に な り

Sweden の Bergstrdmi）や Samuelsson7）に よ り精

液か ら PGE
、，E2，　Flα ，　F2α 等が次 々 に 分離精製 さ

れ，構造決定が行わ れ た，そ れか らは 周 知 の ご と

く PG 研究は 爆発的 に進 む の で あるが，不 思議 な

こ と に 精液 中の PG を扱 つ た 仕事は極 め て 少 な

い ．1966年に Hamberg 　et　aL5 ）は 19位 をこ 水酸基の

つ い た 19・OH 　PGA お よび 1910H　 PGB が精液 中

に存在す る と報告 し た ．こ れは 19−hydroxylated

PG の 最初 の 報告で あ るが，その 後 Taylor　 and

Kellyに よ り精液中 に 含 まれ る の は 19・OH 　 PGE8 ）
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と19−OH 　 PGF9 ）で ある こ とが GC −MS に よ り証明

され ， 19−OH 　PGA お よ び 19−OH 　PGB は そ れ ぞ れ

19・OH 　PGE か ら精液 の 保存中あ る い は抽 出や 分

離操作中 に 生 じた もの で あ る こ とが わ か つ て き

た ．現在 ヒ ト精液中 に 含 まれ る と され る PG は

PGE 、 と PGE2
， それ に ご く少量 の PGE ，，そ して

19−OH 　PGE ， ，
19・OH 　PGE ，，　PGFI α ，　PGF2 ． ，19−

OH 　PGFI α ， 19−OH 　PGF2 ． ， そ して最後 の 19−OH

PGF の 8位 の 異性体 iso　 19−OH 　 PGF1 α ，
と iso

19−OH 　PGF2 α の 11種 の PG で ある．これ らの PG

を 分離 し測定す る こ とは なか な か困難で ，
こ れ ま

で 満足で きる よ うな測定 は な され て い な い ．今回 ，

紫外 吸収 と ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ーを 用 い て

PGE と19−OH 　PGE の 測定 に つ き知見を得た の で

報告する．

　　　　　　　　　 方　　法

　 1）材料

　不妊外来で 検査を行 つ た精液で ，精子数，運動

率 な ど に 異常の な い もの を用 い た ．精液は採取直

後 に そ の 1．5ml を 15m1 の ア セ ト ソ 中 に 入 れ ，

− 20℃ で 保存 した 。

　 2）ア ル カ リ処理 お よび抽 出

　精液の 入 つ た ア セ ト ン 中に ス タ ン ダ ー ドの
3H −

PGE ，
お よ び

3H −PGF2 α を 回収率測定用 と し て そ

れ ぞ れ約 100，000dpm 加 え 30分間 よ く混 和 させ

た ．これを 3，00erpm15分間遠心 し上清を円形 ボ ト

ル に移 した．沈渣は さ ら ec　2 回 15m1 の ア セ トン を

加 え十分 に 撹拌後遠心 し，上 清を上 述の 円形 ボ ト

ル に 加 え 入 れ た 。ボ ト ル 中 の 上 清 は rotary

evaporator で 蒸発乾 固した。

　 こ の ア セ ト ソ 抽 出物を メ タ ノ
ール 3ml で 試験管

に 移 し，
2N 　KOH 　lml を加 え 50℃，20分間加熱 し

た．そ の 後2N 　HCI で pH を 3．0に 調整 し ， 共栓 つ

ぎ試験管 に 移 し た ． こ れ に 石油 ベ ン ゼ ン 5ml を加

え撹拌し ， 2層 に 分離 し た 上層 の 石油 ベ ン ゼ ン を

除去 し中性脂肪を取 り除い た．

　 石油 ベ ン ゼ ン 除去後の 下 層 を分液 ロ ー ト に 移

し ， 水 17m正を加 え 15ml の 酢酸 エ チ ル で 3 回抽 出

を行 つ た ．抽 出後の 酢酸 エ チ ル は
，
2〜3ml の 水で

数 回 洗 い pH を 中性 と し 以後 の ク ロ マ ト グ ラ

フ ィ
ーに 供 し た。以上 の ア ル カ リ処 理 と抽 出の 過

図 1　 PG の ア ル カ リ処 理 と抽 出

E 。t，acti 。n 。f　PG　f，。m 、emi 。、田 。訂
一一… 一『

1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
seminal 　fiuid　1．5m1 （acetone 　15　ml ，− 20℃ ）

　 　 ↓

add 　standard 　
3HPGE2 ，3HPGF2 α（recovery ）

　 　 ↓

extract 　by　ace しone （3× ）

　 　 ↓

evaporate

　 　 ↓

add 　3　mi 　 methanol

　　↓

add 　l　ml 　2N　KOH

　 　 ↓

SO℃　for　20　min

　　l （嬲説 呈一 、9．。H ，GB ）
　　↓　　　　　　　　　　　　　　　　 1

。 dd　2N　HCI　t。 ，H　3．・ 　 　 　 　 i
　　↓　　　　　　　　　 ［
・dd　5　ml 　p ・t・ ・1・um 　b ・n ・ i・ 　 　 　 　 i
　　↓　　　　　　　　　　　　　　　 i
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ］

shake 　　　　　 　　　　　　 　　 ［

厂
L − 一．tt．t．一

↓　　　　 1

lewer　phase

　　↓
add 　 water

　 ↓

upper 　phase
　 〔neutral 　fatt）

　 ↓

discard

extract 　by　EtOAc （3× ）

　 　 　 ↓

　　 wash 　by　water （3x ）
　 　 　 　 　 〔pH 　neutral ）
　 　 　 　↓

［：：塩 」
程を 図 1に 示 した。

　3） リ ピ デ ッ ク ス カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー

　Packard　Lipidex　1000を用 い た．カ ラ ム は 内径

1cm，長 さ50cm の も の を用 い た。 メ タ ノ
ール 中に

保存 した Lipidex　 8gを カ ラ ム に 入れ メ タ ノ ール

で 数 回洗浄 し た 。次 の A ，B2 種の 溶媒を準備した．

　　　水

八 ｛鵜 。

　　 　 ブ タ ノ ール

B・｛三；鑠

53m正

47mI4mI6ml47ml4ml6ml
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　 まず B で カ ラ ム を 3、回洗浄し ， 次 い で void 　vol −

ume の 約10倍の A で カ ラ ム を洗 つ た 後，サ ソ プ ル

を の せ た．fracUonは
，
2m 玉で 40本採取 した．

　 4） ケ イ酸 カ ラ ム ク ロ v ト グ ラ フ ィ
ー

　 Merk の silicic　 acid 　 ARCC4 を用い た．内径 7

mm
，
406m の カ ラ ム を 用 い

，
ケ イ酸 1g を使用 し

た 。用い た solvent は ，

　   酢酸エ チ ル ： ク ロ ロ ホ ル ム 瓢 9 ： 7

　   酢酸エ チ ル ： ク ロ ロ ホ ル ム ＝ 4 ： 6

　   酢酸 エ チ ル ： ク ロ ロ ホ ル ム ＝ 6 ： 4

　   酢酸 エ チ ル

　   メ タ ノ ール ： ク PP ホ ル ム ＝ 2 ： 8

　  メ タ ノ
ー

ル

　 fractionは 3ml で 各 solvent の 本数は 278nm の

吸光度 ある い は radioactivity を検討 し て 決定 し

た 。

　 5）ガ ス ク ロ マ ト グ ラフ ィ
ー

　 Packard　 becker　 420を使用 し ，
　 detectorに は

FID を用 い た ．カ ラ ム は 3％SE　30を充螟した ガ ラ

ス カ ラ ム を使用 した．サ ン プ ル の メ チ ル 化に は ジ

ア ゾ メ タ ン を 用 い
， ト リ メ チ ル シ リ ル 化 に は

HMDS お よ び TMCSI を 用い た e

　 6）吸光度測定

　吸光度測定 に は Beckman 　DB ・CG 　spectro −

photometer を使用 した．

　 7）GC −MS

　 マ ス ス ペ ク ト ロ メ ト リ
ー

に は LKB ・9000を用

い
，

カ ラ ム は ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー

に 用 い た も

の と同 じ もの を使用 した ．

　 8） TLC

　 19・OH 　 PGB
、

と 19−OH 　 PGB2 の 分 離 に は

AgNO3 添加シ リカ ゲ ル の TLC を用 い た ．使用 し

た Solvent　system は ，

　　酢酸 エ チ ル
1160

｛泉
一

濡
の 有機層を用 い た ．サ γ プ ル は メ チ ル 化 した 後 に

実験 に供 し た ．

　　　　　　　　　 実験結果

　1）PGE2 の PGB2 へ の 転換に つ い て

　Standardの PGE2 に 方法 で示 した ア ル カ リ処

図 2　 PGB2 に 転換 され た PGE
，

の 吸光度 （278nm ）

　 　 27enm

　　u … UV
、

abs°rpti°n °f門F・crnve「ted　・te　PG　B・

　 　 0，9

0，8

o．T

0．6

O．5

o．4

0．3

e．2

o．i

24681012

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Cug／m の

理を 行い 278nm で の 吸光度を測定す る と， 2〜12

μ g／ml の PGE2 濃度 で は pa　2 に 示 す よ うな直 線

性が得 られ た．こ れを standard 　PGB2 の 吸光度 と

比較 し
， 両者の 分子量の 比 を考慮す る と前記の ア

ル カ リ処 理 に よ り PGE2 は 100％ PGB2 に変 換 さ

れ る こ と力特っ か っ た。

　 2） リ ピ デ ッ ク ス カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー

　 ア ル カ リ処理後酢酸エ チ ル で 抽出 され た サ ン プ

ル を リ ピ デ ッ ク ス カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー

に か

けた 結果を図 3 に 示 した ．1 と IIの 2 つ の ピ ー
ク

が得 られた ．ピ ーク IIに は PGE か ら転換され た

PGB が含 まれ ，
ピ ー

ク 1 に は そ の 他の PG が全て

含まれ て い る．

　3） ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ーに よ る PGB の 定

量

　 ト リ メ チ ル シ リ ル 化 し た PGB ，
の C　 value

（retention 　time を長鎖脂肪酸の 炭素数 に お きか

えた値）は 24．6で あ るた め ， internal　standard と

し て炭素数24の 脂肪酸で ある ， Ligロoceric 　 acid

（C24）の メ チ ル エ ス テ ル を用 い た ．ガ ス ク P マ F グ

ラ フ ィ
ー

に よ る定量 は
， 次式の F が一定 で ある こ

と を利用 し て 行 つ た ．

　　　APGB ／WPGB
　F ＝

　　　 Ac24／Wc 、4
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図 3

マ トトグ ラ ム
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ヒ ト精液中の プ ロ ス タ グ ラ ソ デ ィ ン 測 定法 に つ い て

リ ピ デ ッ ク ス カ ラ ム ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

の ク ロ

　 Lipidex　column 　chromatography

1

SolventWater

　 　 53

Methanei　卓ア

CHC ［s　　 4

B凵thanol 　　6

玉1

　 　　　 　　 　　 　　 　　 日 産婦誌 36巻 5 号

表 1　 C24を internal　standard と し て 用い た

　 とき の PGB2 の F 値

ON12345678901

　

　

　

　

　

　

　

　

11

C241010101010100100100

　 25

　 30

　 30

L ＿ 一

　 51

　 51

　 49

　 17．8
　 17，8

　 35．6

平 均

0，58

246810 」2 ！4 璽618202224262B 　 30
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 fraction （2me＞

ec　4　 PGB2 と C24の ガ ス ク P マ トグ ラ フ ィ
ー

の ク 卩

　 マ トグ ラ ム

図 5　C24 を infernal　standard と し て 加 え た sample

　 の ガ ス ク P マ トグ ラ ム

．．
一．广■一
一
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一
．．
一
一「　

−−
へい一．
〔　卩ツ
　 「

　一．

　．．．．

る

幽

．皿

r｝
一

7

一．
∴
一
．　．；
一一

7

一二
一一
　．．
　冒一．一

．齟．

…　一

一冖

．一一．一一

一

（A ： ガ ス ク P の ピ ーク の 面積 ， W ： ガ ス ク ロ に

か けた 重量）

　図 4 に 示す よ うに ガ ス ク ロ 上 の PGB2 お よ び

1

「弉TF 『下蓍
一
za

C2、の 分離は 良好で ピ ー
クが重な らず ， しか も極め

て 近 くに 2 つ の ピ ーク を作 る こ と か ら，024が
PGB 測定の internal　standard とし て 都合 の 良い

こ とがわ か る．表 1 に WPGB ， と WC ，、を変化 させ

た 時の F 値を示 した ，平均は O．569で あ り， これを

用 い る こ とと し た．図 5 に は精液か ら の サ ン プ ル

ec　C24を 加え て ガ ス ク ロ に か けた 時 の ピ ーク を示

し た が，サ ン プ ル で も PGB の 良好 な ピ ーク が得
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図 6　ケ イ酸カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ a
一

の ク P マ トグ

　 ラ ム

　　× ＿× absorbance （278nm），　 o − ● cPm

　　　　 Silicic　acid　chromatography
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e．EtOAc ：CHC134 ：5ab5

1．4

T．2

i．o

0．8
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2−71），の ピ ークを示 し ，
PGF2 α で ある こ とが 分か

る．1−c で は ガ ス ク ロ で 3個の ピ ーク が得 られ ， そ

の 1 つ は m ／e582 （M ・90），
492 （M − 90× 2），

423

（M −90・159）を示 す19−OH 　PGF2 α で あ り， もう 1

つ は m ／e584 （M −9e），
515（M −159），494（M −90×

2），
335（M ・90x2459 ）を示す190H 　PGFI α で あ

る こ とがわ か つ た ．

　 5） 19・OH 　PGB の 定量

　19・OH 　 PGB の 定量 は ケ イ酸カ ラ ム ク ロ マ ト グ

ラ フ a 一で 得 られte　1−a の フ ラ ク シ ョ ン の 278nm

の 吸光度 を PGB2 の 吸光度 に あ て は め て 求 め た ．

19−OH 　PGB1 と B2 の 分離 に は 方 法 の 項 で 示 し

た 。AgNO3 添加 シ リ カ ゲ ル の TLC を用い た．結

果 は 図 7 に 示 した とお りで あ り， 両者の 分離 は 良

好で ， 発色 させ ない 部分 は シ リ カ ゲ ル を削 り取 り

メ タ ノ ー
ル で 抽 出後 再 び 278nm の 吸光度を測定

し 19−OH 　PGB ， と19・OH 　PGB ，
の 比 を求め た ，

　6）回収率
　
　

紛

4

　

（324
 

 

蠍
舳
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f

脚μ継
　←

図 7　 AgNO3 添加 シ リ カ ゲ ル TLC に よ る
119・OH

　PGB ， と19・OH 　PGBz の 分離 （Solventは本文）

られ ， 十 分定量可能で ある こ とがわ か る．

　4） ケ イ酸カ ラ ム ク ロ マ トグ デ ア ィ
ー

　 リピ デ ヅ ク ス カ ラ ム ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

で 得ら

れ た ピ ーク 正は ，ジ ア ゾ メ タ ソ で メ チ ル 化後 ， 方

法 に 示 した solvent に よ リ ケ イ酸カ ラ ム ク ロ マ ト

グ ラ フ ィ
ー

に て分画を行 つ た．結果は 図 6に 示す

よ うで ， 酢酸 エ チ ル ：ク ロ ロ ホ ル ム ＝ 6 ： 4 の 分

画 に 278  の 吸光度で ピ ーク を示す物質 （ヒ
’一ク

1−a ）が ， 酢酸 エ チ ル の 分画に 回収率測定で 加 えた

PGF2 α の ピ ーク が（ピ ー
ク 1−b）， さ ら に メ タ ノ

ー

ル ： ク ロ ロ ホ ル ム ＝ 2 ： 8 で 溶 出 さ れ る物 質

（ピ ー
ク 1−−c ）が得られ た． こ の 3 つ の ピ ーク をそ

れぞれ トリ メ チ ル シ リル 化 し， GC ・MS に か ける

と，1−a で は 1n／e　510， 508（M ）， 495 （ML15）， 420

（M −90），
351 （M −159），

323 （M −t87）に ピー
ク を有

す る マ ス フ ラ グ メ ン ト グ ラ ム が得 られ ，
こ れ が 19−

OH 　PGBI と190H 　PGB2 の 混合物で ある こ とが

わ か る．1−b は ガ ス ク m 上 2 個の ピ ーク に 分か れ ，

そ の 1 つ は m ／e584 （M ），513 （M ・71），494 （M ・

90）， 423（M ・90−71），404（M ・90× 2），333（M −90×

t 　：：：t＝＝＝ 　＝ mOgtv 　P

（⊃
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表 2　TLC に よ り分離した 19・OH 　PGBi と

　 19−OH 　PGB2 の 比
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表 3 　 ヒ ト精液中 の PGE お よ び 19・OH 　PGE 含量

　（
一
） は 測定 で きな か っ た もの

PGE ，19−OH 　PGE　in　Seminal　Fluid（μgf  1）

　　　　　 「
一 一

一 「 19−OH 　PGE
＿一一一一一一‡一ニ ー一＿一一1

19

凵
3456

45450

．4
／17．342

．339

14D

181293427313

7 41．9 360　　　　　　　　　　　，
8 一 242

I　　　 g
　　　　　10

一

39．8
400　　　　 1
　　　　　　　　　　　…
207

ユ1 29．1 126　　　　　1
ユ2 57 ．1 183　　　　 i

13 11．2 358

14

ユ5

44 ，66

．5

3°8　 E
248　 　　 　　

．

16 一 255
ト
Lm 40 ．6 269，4

　PGE の 回収 率は抽 出前に 加 えた
3H −PGE ， よ り

計算 して 求め た ．19−OH 　PGE の 回収率 は ケ イ酸

カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー
後の PGF2 α の 回 収率

を代 用 した．回収率は 前者 が 75〜80％ ， 後者 が

64〜77％で あつ た ．

　以上 求 め た PGE お よ び 19・OH 　PGE の 値 を蓑

3 に 示 し た．

　　　　　　　　　 考　 　察

　精液 中 の PGE お よ び 19・OH 　 PGE は ア ル カ リ

処理 に よ りそれぞれ PGB お よび 19−OH 　PGB に

変換 され，PGB は ガ ス ク ロ に よ り， 19−OH 　PGB

は 278nm の 吸 光度 に よ り測 定 で ぎる こ とを示 し

た ．PGB は 19−OH 　PGB と同様 に 吸光計で 測定す

る こ と も可能 で あ る が ， 精液か らの サ ソ プ ル を リ

ピ デ ッ ク ス カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ n 一
に 通 し た だ

けの サ ソ プ ル に は 不 純物 が まだ 多 く含 まれ て お

り， 吸光度 に よ る 測定は 不可能で あつ た．しか し

さらに 精製を 行 えば PGB も吸光度に よ り測定す

る こ とが で きるの で は ない か と考 え られる．

　 回収率は PGE の方 は 問題 な い が ， 19−OH 　PGE

の 方 VX　PGF の 回収率を代用 して い る た め
， 多少

の 問題点が残 され た． こ れは
， 標識 された 19DH

PGE が 入手で きる よ うに な れ ば簡単 に 解決で き

る もの で ある．

　 PGF お よび 19−OH 　PGF に つ い て は 現在検討 中

で ある。両者 の assay は ケ イ酸 カ ラ ム で 分離 し た

サ ン プル を ガ ス ク P で PGF1 α お よ び PGF2a ，19−

OH 　PGFI α ，19−OH 　PGF2 α お よ び その 異性体に分

離す る こ とを 目的と．し て い る が ， 未だ これ らを完

全 に 分離する に は 至 つ て い な い ．ただ両者 の 測定

に は intemal　standard と し て 炭素 数25の 長鎖脂

肪酸 （C25）を用い るの が便利 な よ うで あ る．

　精液中の PG の 生理 的意義に つ い て は 未だ 不 明

で ある．Bygdeman は 男性不 妊 と精液中 の PG 量

が少 な い こ と の 間 に 関 係が あ る と主 張 し て い

る
2＞
．彼は

， functional　infertilityの 群で は精液中

の PG 量が 少な い と報告 し た 。し か し な が ら PG

量 と精子 数 との 間 に は全 く関係が な い とする報

告
6）
もあ り， 結論は で て い な い ．しか し合計す る と

1ml あた り mg の オ ーダー
に 近 い くら い 大量 に 含

まれ る精液 中 の PG が生理的 に何 の 働 きも持た な

い と ｝よ考 え に く く，最 も多 量 に 含 ま れ る 19・OH

PGE あ る い は PGE の 作用の 検討が期待され る。

　精液中 の PG 測定は PG の 測定 とし て は
，

か な

り特殊 で
， 含量が他組織 に 比 べ 極端 に 高 い こ とか

ら RIA に よ らず機器測定が可能で ある．、し か し ガ

ス ク ロ で 数種類 の PG を全 て 分離す る こ とは な か

なか難 し く ， 今後は 高速液体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー

を応用す る こ とも考 えた い と思つ て い る．
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